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　抄　録
　Iペトロ書はマカリズム（幸いの宣言）の文学形式を用いる際に大変柔軟な態度を示し
ている。人称について言えば，旧約聖書や新約聖書に通例用いられる三人称ではなく，二
人称複数形を用いている（Ⅰペト3：14；4：14を参照）。しかも，形容詞 は，文
頭でなく，文中や（Ⅰペト4：14）文末に（3：14）置かれている。
Iペトロ書のマカリズム（3：14；4：14）は苦難が神意であり，苦しむ信徒は神の承認を
受け，栄誉を受けていることを強調して幸いを語る。聖霊が信徒の上に留まっていること
こそ，神の承認のしるしなのである（4：14）。これらのマカリズムは信徒たちに対して彼
らは決して不幸ではなく，神の前では幸いとされていることを語る。
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Ⅰ．問題の所在
　新約聖書中のマカリズム（幸いの宣言）は，
文頭に  / という言葉を置き，
その後に幸いとされる根拠またはその状態の描
写が続く文学形式であり，ヘブライ語の を
 / と訳した七十人訳の用語法
に倣ったものである1）。幸いの宣言は，福音書
や使徒言行録等の物語文学にも（マタ5：3-12；
11：6；13：16；16：17；24：46； ル カ1：45；
6：20-23；7：23；10：23；11：27，28；12：37，
Iペトロ書におけるマカリズム（幸いの宣言）
原　口　尚　彰＊
38，43；14：14，15；23：2； ヨ ハ13：17；20：
2；使20：35），書簡文学にも（ロマ4：7，8；
14：22；Ⅰコリ7：40；ヤコ1：12，25；Ⅰペト
3：14；4：14），黙示文学にも見られる（黙1：
3；14：13；16：15；1：；20：6；22：7，14）2）。
しかし，従来の研究は山上の説教中と平野の説教
に出て来るマカリズム（幸いの宣言）の分析に集
中しており，新約聖書に出て来る他のマカリズ
ム（幸いの宣言）については，新約各書の注解者
たちが短くコメントするに留まり，十分な検討が
なされてこなかった3）。私はこの研究史上の欠落
を埋めるべく，数年前から旧約聖書やユダヤ教文
書におけるマカリズムや，Q資料及び共観福音書
におけるマカリズムや，ヨハネの黙示録における
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マカリズム，さらには，使徒教父文書におけるマ
カリズムの分析に従事しており，学会発表や一連
の論文を通してその成果を発表してきた4）。本研
究は，初期キリスト教のマカリズムの全体像を解
明する一環として，これまでに行って来たマカリ
ズムの上に立って，公同書簡に属するIペトロ書
（Ⅰペト3：14；4：14）におけるマカリズムの使
用例の釈義的・神学的分析を行うこととする。
Ⅱ． Ⅰペトロ書におけるマカリズム（幸
いの宣言）
１．Ⅰペト3：14
本文：  
 
　　　 （たとえ義の故にあなたがたが苦しむこと
があっても，幸いである)。
　このマカリズムの文体は，定型からかなり離れ
ており，形容詞 は文頭ではなく文末に
出て来ている。また，幸いとされる状態を名詞的
に使用される分詞ではなく， に導かれる副文で
表現している（4：14も同様）。人称について言
えば，公同書簡の並行例であるヤコブ書のマカリ
ズムが三人称を用いているのに対して，このマ
カリズムはⅠペト4：14と共に二人称複数形を用
いている。マカリズムは通例三人称の形で書か
れるが（詩1：1；32［31］：1-2；84［83］：5-6；
シラ14：1-2；25：8-；マタ5：3，4，5，6，7，
8，，10；ロマ4：7，8；14：22；Ⅰコリ7：40；
ヤ コ1：12，25； 黙1：3；14：13；16：15；1：
；20：6；22：7，14；ディダケー 1.5；バルナバ 
1.2；10.10；Iクレ40.4；48.4），初期キリスト教文
書には二人称で書かれた例も見られる（マタ5：
12；16：17；ルカ6：20，21，22；ヘルマス『幻』
2.2.7；『喩え』.2.3）。二人称を用いる場合は対
話的な性格が強まり，聴衆へ語り掛ける効果が高
まる5）。
　Ⅰペト3：14は善い行いをすることを勧める章
節（3：8-22）の中に置かれ，3：8-22全体は以
下のように３部構成となっている。第1部（3：
8-12　他者への愛の実践の勧め）と第２部（3：
13-17 善を行うこと，苦難に動揺せず，弁明への
備えをすること）は，読者に愛の実践と苦難に耐
えて善を行うことを勧め，第3部（3：18-22 キ
リストの苦難と死の意義）はこれらの行動の根拠
として，苦難の生涯を送ったキリストの生涯を回
顧している6）。
3：8-12　他者への愛の実践の勧め
3：8　他者に共感を持ち，友愛に励むこと
3：　悪に悪を報いず，祝福を与えること
3：10-12　 いのちを望む者が悪を離れるべき
こと（詩34：13-17）
3：13-17　 善を行うこと，苦難に動揺せず，弁
明への備えをすること
3：13  　善に熱心な者となること
3：14a　 義のために苦しむ者へのマカリズム
（幸いの宣言）
3：14b　迫害者を恐れないように勧める
3：15-16　 キリスト者の生き方：キリストを
崇め，弁明する準備があり，良心
を持つ
3：17　 善いことを行って苦しむ方が，悪を
行って苦しむことよりも良いこと
3：18-22　キリストの苦難と死の意義
3：18　罪人のためのキリストの苦難と死
3：1　囚われている霊への宣教
3：20　ノアの箱舟と8人の救い
3：21　 洗礼の意義：キリストの復活によっ
て救いを与える
3：22　キリストの高挙と即位
　3：14が置かれている第2部3：13-17（善を行
うこと，苦難に動揺せず，弁明への備えをするこ
と）は，当時のギリシア・ローマ世界で少数者で
あったキリスト教徒が，信仰故に経験する誹謗や
問責に対する心構えを語っている。義のために苦
しむことがあっても幸いであると宣言するⅠペ
ト3：14は，善いことを行って苦しむ方が，悪を
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行って苦しむことよりも良いことを告げる3：17
と呼応して，主題上の囲い込み構造を形成してい
る7）。
　Ⅰペト3：14が苦難の誘因として挙げる「義
（ ）」とは，3：13に従って，「善に熱
心な者（ ）」となることや，
3：16が言う通りに，「キリストにある善い生き
方（ ）」 を
実践することや，3：17が言うように，「善いこ
とを行う者たち（ ）」となること
と同じ事柄を指していると考えられる8）。つま
り，キリスト教徒として相応しい生き方をしよう
とする時に社会の側から加えられる誹謗や迫害
が，「義の故にあなたがたが苦しむ」のことの具
体的内容であろう。こうした，義（ ）
の理解は，マタ5：10に並行する。
　神への信仰故に苦難を受ける者に対して終末
的幸いを宣言することは，既にダニ12：12の
テオドシオン訳やIVマカバイ記に出て来てい
る（IVマカ7：22）。同様の主題は，山上の説
教の第８のマカリズム（幸いの宣言）や（マタ
5：10），ヤコブ書（1：12）や，使徒教父文書や
（ポリュ・フィリ2.3；3.2；ヘルマス『幻』2.2.7；
2.3.3-4を参照），外典福音書（トマ福58）におい
て，キリストへの信仰故に苦しむ者の幸いの宣
言というキリスト教化された形で登場する。例
えば，マタ5：10は，  
 
（幸いである，義のため
に迫害されている者たち，天国は彼らのものであ
る）となっており，Ⅰペト3：14に主題的には非
常に近い。山上の説教のこの箇所に影響を受け
たポリュ・フィラ2.3-4は，  
 
（幸いである，
貧しい者，義のために迫害されている者，神の国
は彼らのものだからである）となっている。但
し，Ⅰペト3：14の文言は，語順や構文の点でマ
タ5：10とはかなり異なっており，直接の依存関
係はなく，当時の教会に流布していた類似の伝承
を用いていると考えられる）。
　他方，ヤコ1：12は，  
  
 （幸いである，試練を耐え忍ぶ者は，承
認されてその方を愛する者に対して約束された
命の冠を受けることになる。）となっている。
ヘ ル マ ス『 幻 』2.2.7は，  
（幸いである，到来する大きな艱難を耐え，その
命を否定することの無い者は）と語り，終末時に
訪れる艱難に耐え，来るべき世での命を失うこと
がないように促している。これらの一連のマカリ
ズムは終末における運命の逆転を強調して，今の
時において苦しむ者に幸いを宣言している。こ
れに対して，Ⅰペト3：14のマカリズムは，善を
行って苦しみを受ける者に終末時の栄光が与えら
れることが神の意志であることを強調して，幸
いを宣言している。著者は，少し先のところで，
「もし神の意志がそう望むのなら，善を行って苦
しむ方が，悪を行って苦しむより良い」（3：17）
とも述べているのである10）。ここでは，苦難の背
後にある神意に注目することで，信徒たちに加え
られる不当な仕打ちとは対照的に，神による承認
と名誉回復がなされている事実が強調されてい
る11）。
　現世での信仰故の苦難を神の定めであると見る
考えは，「あなたがたは，キリストを信じるだけ
でなく，キリストのために苦しむことも与えられ
ている」（フィリ1：2）と述べるパウロにも見ら
れる。Ⅰペトロ書は模範としてのキリストの苦難
ということを強調し，善いことを行って苦しみを
受けることは，キリストが地上の生涯において経
験したことであるから，正しい事のために苦しむ
ことは，キリストの足跡に従うことと考えられて
いる（Ⅰペト2：21-25；3：18を参照）。キリス
トは苦難と死を通して，復活と高挙に達したの
であるから（3：18，21-22），キリストの苦難に
与ることはその栄光に与る希望を持つことになる
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（4：13）12）。
　Ⅰペト3：14の少し前に出て来る3：は，信
徒たちが神の祝福（ ）を受けるようにと
召されていることを強調して，自分に悪を働く
者，罵る者を祝福するように勧めている。類似の
言葉伝承について言えば，迫害する者を祝福す
る勧めがロマ12：14に見られ，迫害する者のた
めに祈る勧めがマタ5：44に保存されている。他
方，Ⅰペト3：の内容は，義の故に苦しみを受
ける者の幸いを宣言する3：14にも似ている。Ⅰ
ペトロ書においては，祝福（ ）と幸い
（ ）という起源が異なる概念が機能に
おいて相互に接近する現象が見られる13）。
　神が与える祝福（ ）は，創世記の族長
物語において，土地取得，子孫繁栄と並んで，ア
ブラハム契約の重要な構成要素となっている（創
12：2）14）。神はアブラハムを祝福する者を祝
福し，彼を呪う者を呪うとされている（創12：
3ab；さらに，24：1，35；25：11も参照）。さら
に，アブラハムは祝福の基となり，アブラハムを
通して地上の全部族が祝福されると宣言される
（12：3c；18：18）。
  申命記は祝福のテーマを継承して，ヤハウェが
父祖たちに与えると誓った地を祝福し（申26：
15），イスラエルの民を祝福して子孫の数の増大
と繁栄を与えるとしている（7：13-14）。申命記
は，イスラエルが神の祝福に与る条件として，
出エジプトの後に与えられた主の戒めを遵守す
ることを挙げる（申7：6-12；11：26-32；28：
1-24）。特に，申：1-30：30に収録されている
モーセの演説は，イスラエルの民に対して神との
契約に入り，契約の条項である戒めを守れば祝福
が与えられ，戒めを守らないならば呪いが下さ
れることを告げ，聴衆であるイスラエル人たち
に祝福と呪い，いのちと死との間の選択を迫る
（特に，11：26-30；28：1-14を参照）。申命記的
な祝福と呪いの主題は，初期ユダヤ教では特に
死海文書に反映が見られる（1QS 2.1-10；1QSb 
1.1-7）。
　初期キリスト教になると，祝福を受けることと
律法の遵守とは切り離され，キリストへの信仰が
祝福に到る道として提示される。例えば，パウロ
はガラ3：13において，キリストは律法の呪いの
下にある者たちを贖い出したと述べる。アブラハ
ムに約束された神の祝福に与るために律法の遵守
は必要なく，キリストを信じることだけで十分で
あると主張する（3：8-，14）15）。さらに，キリ
ストへの信仰に生きる者が，祝福を受けるため
に，自分を誹謗中傷する者を祝福するように勧め
るⅠペト3：14は，イエスの教えに従って敵対す
る他者をも愛することが祝福に達する道であるこ
とを示している。
　 Ⅰ ペ ト ロ 書 は， 書 簡 の 導 入 部 に お い て，
（神は讃むべきかな）と述べて
いる。この表現は，旧約聖書に遡る典礼的な定
型句であり，新約聖書においても神を讃美する
定型句として使用されている（ルカ1：68；ロマ
1：25；：5；Iコリ1：3；エフェ 1：3）16）。七十
人訳聖書では， （主な
る神は讃むべきかな）という表現や（創：26；
24：27；サム上25：32；サム下18：28；王上8：
15； 詩41［40］：14；68［67］：1；72［71］：
18；106［105］：48；144［143］：1）， よ り 短 い
（神は讃むべきかな）という
句 や（ 創14：20； 詩66［65］：20），  
（主は讃むべきかな）という表現が（出
18：10； ル ツ4：14； サ ム 上25：3； 王 上8：
56；詩28［27］：6；8［88］：53；124［123］：6），
神を讃美する定型句として使用される。
　形容詞 は旧約聖書以来，神に対して
使用するのが原則であり，新約聖書においても
人間に適用した例はない17）。Ⅰペトロ書もこの区
別を維持して，1：3で形容詞 を用いて
神を讃美する一方，3：14と4：14では，形容詞
を用いて人間の幸いを語っている。尚，
形容詞 は，新約聖書では人間に適用さ
れ（マタ5：3-12；11：6；13：16；16：17；24：
46；ルカ1：45；6：20-23；7：23；10：23；11：
27，28；12：37，38，43；14：14，15；23：2；
ヨハ13：17；20：2；使20：35；ロマ4：7，8；
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14：22；Ⅰコリ7：40；ヤコ1：12，25；Ⅰペト
3：14；4：14； 黙1：3；14：13；16：15；1：
；20：6；22：7，14），神に対して使用された例
はIテモ1：11以外にはない。
2．Ⅰペト4：14
　本文：  
 
 
（キリストの名のためにあなた方が罵ら
れるならば，喜びなさい，
幸いである，栄光と神の霊があなたがた
の上に留まっているからである）。
　このマカリズムの文体も，定型からかなり離れ
ており，形容詞 は文頭ではなく文中に
出て来ている。このマカリズムはⅠペト3：14と
共に二人称複数形を用いている。幸いとされる
状態は， に導かれる副文で表現され，幸いであ
る根拠は に導かれる副文により与えられてい
る。
　Ⅰペト4：14はキリスト者が社会の中で受ける
苦難の宿命とその意義を論じる章節（4：12-1）
の中に置かれ，4：12-1全体は次のような3部構
成となっている。
4：12-13　 試練の中で動揺しない勧めとキリス
トの苦難と栄光への参与
4：12　 試練の火に対して動揺しないことの
勧め
4：13a　キリストの苦しみへの参与
4：13b　キリストの栄光に参与
4：13c　キリストの栄光の啓示を喜ぶこと
4：14-15　 キリストの名の故に罵られることの
幸いと不義を働くことに対する警告
4：14　 キリストの名の故に罵られる者への
マカリズム（幸いの宣言）
4：15　 不義を働いて苦しむことに対する戒
め
4：16-1　 キリスト者であることを恥じず，神
を崇める勧めと終末の裁きの開始
4：16a　 キリスト者であることを恥じないこ
と
4：16b　神を崇める勧め
4：17　 裁きの時の開始と神に対して信実で
ない者たちへの警告
4：18　義人と不敬虔な者や罪人との対比
4：1　 神の意思に従って苦しむ者たちは，
善き行いをすることによって創造主
に魂を献げる
　第１部（4：12-13）と第２部（4：14-15）は，
試練の苦しみの中で信仰を貫くことを勧めてお
り，主題上の関連が強い。第３部は（4：16-1），
終末の審判を待ち望みつつキリスト者であること
を恥じず，神を崇めることを勧めている。社会生
活においてキリストの名の故に罵られることの幸
いを語る4：14は，キリストの苦難と栄光に参与
することを語る第１部の内容を踏まえつつ，信仰
故に被る苦難が神意によることを語る第３部の主
題への橋渡しをしている。
　Iペト4：14における「キリストの名のために
あなた方が罵られる」という句における「キリ
ストの名のために」とは，「キリストと結び付け
られるから」，或いは，「キリスト者として」（4：
16）ということとほぼ同義であろう18）。「キリス
トの名のために・・・罵られる」ということは，
「キリストの名のために憎まれる」（マタ10：22；
マコ13：13；ルカ21：17）ということや，「私の
（＝キリストの）名のために苦しむ」（使：16；
さらに，使21：13参照）ことに内容的に近い。
キリスト教信仰に対して敵対的な環境の中では，
「キリストの名を拒まないこと」は，忍耐を要す
る事柄であった（黙2：3；3：8を参照）。
　Ⅰペト4：14の文章の前半は，幸いとされる付
帯状況として，キリストの名のために罵られるこ
とを挙げ，喜ぶように勧めている。この内容は，
苦難の中にある者への幸いを語る点では，Ⅰペト
3：14に並行しているが，最も近い並行例は山上
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の説教の第９マカリズムの前半部（マタ5：11）
に見られる1）。第マカリズム（マタ5：11-12）
の文言は，以下の通りである。
　  
 
 
 
（幸いである，あなた方は，人々が私のた
めに［偽って］あなた方を罵り，迫害し，あなた
方に対してあらゆる悪口を吐くとき。喜び，躍り
上がりなさい，天におけるあなた方の報いは多い
からである。同じように，彼らはあなた方より前
の預言者たちに対して行ったからである）。
　Ⅰペト4：14の文言は，マタ5：11とは語数や
語順や文体が大きく異なるので，マタ5：11に依
拠しているとは言えない。著者は１世紀末の小
アジアの教会に流布していた口頭伝承を自由に
引用しているのであろう20）。Ⅰペト4：14はマタ
5：11に比して遙かに簡潔であり，要約的な印象
を受ける。さらに，喜ぶことを勧める根拠につい
て言えば，マタ5：11-12は，来るべき天におけ
る報いが大きいことを挙げているのに対して，Ⅰ
ペト4：14は，「栄光と神の霊があなたがたの上
に留まっているからである」と述べている。つま
り，Ⅰペトロ書は，天国における報いよりも，現
在，地上において聖霊が信徒の上に留まること自
体を幸いの根拠として強調している。
　聖霊が人間の上に留まるという表現は，イザ
11：2（七十人訳）に見られる：  
 
 
（そして，留まるであろ
う，神の霊が。それは，知恵と理解の霊，意志
と力の霊，知識と敬虔の霊である）。Ⅰペト4：
14の文言はイザ11：2（七十人訳）を前提にし
ながら，修辞的な目的のために改変を加えてい
る。Ⅰペト4：14は，メシア王の上に留まる霊の
属性を述べる後半部を省略し，  
 （栄光と神の霊）という句に
変えている。また，イザ11：2では，霊が留まる
のが （彼の上に）となっているが，  
（あなたがたの上に）となっている。しか
も，動詞の時制は，未来（ ）でなく
現在（ ）となっている。つまり，イ
ザ11：2は待望されているメシア王の上に留ま
り，統治の正義と公平を実現するための洞察と思
慮を与える霊についての言及であるのに対して，
Ⅰペト4：14は読者である信徒たちの上に現在留
まっている聖霊（1：2）についての言及となって
いる21）。
　他方，聖霊が留まるという表象は，預言の霊が
預言者の上に留まることを告げるイザ61：1にも
見られる。この箇所は，ルカによる福音書が伝え
るナザレの会堂説教の際に，聖書朗読の冒頭の句
として引用されている（ルカ4：18を参照）。イ
ザ61：1は，  
（主の霊が私の上に留まっている，［主
が］私に油を注いだために）となっている。預言
の霊の付与の観念は，他の預言書にも見られるが
（エゼ2：3；11：5；ミカ3：8；ヨエ3：1-2），Ⅰ
ペト4：14の内容は，主の僕の上に主がその霊を
置くということを述べる箇所（イザ42：2）が語
るところに最も近い。
　初代教会にも聖霊によって神の言葉を語るとい
う現象が見られる（ルカ1：67；2：25-26；使1：
8；2：4；黙1：10；22：6）。Ⅰペトロ書にもキ
リストの霊が既に預言者たちに働いて，キリスト
の苦難と栄光を予め証言させているとしている箇
所がある（1：11を参照）。しかし，Ⅰペト4：14
の後半部が念頭に置いているのは，聖霊の預言の
霊としての働きではなく，聖霊が回心の際に与え
られ，信徒の中に留まるという表象であろう。初
代教会は受洗の時に受洗者に聖霊が与えられると
いう観念を発達させた（使2：38；ロマ8：15；
ガラ3：1-5；4：6を参照）。聖霊は信徒のうちに
留まり，生活を導くと考えられたため，信徒が行
う善い行いが聖霊の実と呼ばれた（ガラ5：22）。
信徒のからだは聖霊を宿す聖霊の宮（Iコリ6：
1）と呼ばれ，不道徳な振る舞いによって汚して
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はならないとされた。
　Ⅰペト4：14後半部は，聖霊を  
（栄光と神の霊）と呼ん
でいる。 （神の霊）（マタ3：
16；12：28；Ⅰコリ3：16；6：11；Ⅱコリ3：3）
や， （主の霊）（ルカ4：18；使
5：）という呼称は他にも見られるが，  
（栄光の霊）という表現は非常に稀
である。七十人訳聖書において，名詞 （栄
光）は，ヘブライ語名詞 の訳語として使用さ
れ， （栄光）はヤハウェに帰されている（出
15：7；16：7，10；24：16，17； 民12：8；14：
10； 詩1［18］：2；21［20］：6；2［28］：3；
138［137］：5； イ ザ58：8；60：1，2；62：2他
多数）22）。この用語法は初期のキリスト教の礼拝
用語に取り入れられ，ローマ書や（ロマ1：23；
3：7，23；4：20；5：2；6：4；8：21；11：36；
15：7），ヨハネの黙示録は（黙1：6；4：，11；
5：12，13；7：12；11：13；14：7；15：8；16：
；18：1；1：1，7；21：11，23）， し ば し は，
神の栄光について定型的表現で語る。他方，共
観福音書伝承は， （栄光）を終末時に来臨
する人の子に適用している（マタ16：27；1：
28；24：30；25：31； マ コ8：38；10：37；13：
26；ルカ：26；21：27）。さらに，ルカ24：26
は，キリストが苦難を通して栄光に入ったと述
べる。ヨハネによる福音書は，神の （栄光）
について語る一方で（ヨハ7：18；：24；12：
41，43），神のひとり子であるキリストの （栄
光）について語る（1：14；2：11；17：22，24）。
他方， （栄光）を聖霊と結び付ける記述は新
約聖書において非常に稀であるが，霊の務めが栄
光のうちに行使されることを述べるIIコリ3：8，
18に見られる23）。
　Ⅰペト4：14後半部では，栄光の神の霊が宿る
こと自体が，信徒に神的承認と栄誉を与えること
が念頭に置かれていると考えられる。「キリスト
の名のためにあなた方が罵られる」，つまり，キ
リストを信じることが社会の中で誹謗の対象とな
るのに対して，神は霊を贈ることによって，彼ら
の在り方を承認し名誉を与えているという理解が
ここには存在している。霊の付与が神の承認の
証拠として解釈される例は，使10：44-4；11：
15-18；ガラ3：1-5にも見られる。
　Ⅰペトロ書は非常に強い終末意識に貫かれてい
る24）。この書簡の著者は，冒頭から終末の時に臨
んでいることに言及する（1：20）。終わりの時に
は，キリスト，もしくは，その栄光が啓示される
時であり（1：7，11，13，20；4：13；5：1），信
徒に終末を待ち望みつつ，神に希望を託している
とされる（1：3-4，13，15，21）。Ⅰペトロ書に
よれば，苦難のうちにある信徒たちの栄光は現在
の地上の生活においてまだ隠されているが，キリ
ストが来臨する時には明示的な形で啓示される
（1：7）。現在自らの苦難を通してキリストの苦難
に与る者は，終わりの時に啓示されるキリストの
栄光に参与し（5：1，10），「色褪せることのない
栄光の冠で身を飾る」ことになるのである（5：
4）。
Ⅲ．まとめと展望
　（1）Iペトロ書におけるマカリズム(幸いの宣
言)の文学形式を用いる際には大変柔軟な態度を
示している。人称について言えば，旧約聖書や新
約聖書に通例用いられる三人称ではなく（詩1：
1；32［31］：1-2；84［83］：5-6；シラ14：1-2；
25：8-； マ タ5：3，4，5，6，7，8，，10；
ロ マ4：7，8；14：22； Ⅰ コ リ7：40； ヤ コ1：
12，25； 黙1：3；14：13；16：15；1：；20：
6；22：7，14；ディダケー 1.5；バルナバ 1.2；
10.10；Iクレ40.4；48.4），二人称の形を用いてい
る（Ⅰペト3：14；4：14；ヘルマス『幻』2.2.7；
『喩え』.2.3を参照）。
　形容詞 は，文頭に置かれる慣例（詩
1：1；32［31］：1-2；84［83］：4-13；マタ5：3，4，
5，6，7，8，，10他多数）とは違い，文中や（Ⅰ
ペト4：14）文末に（3：14）置かれている。そ
のため，Ⅰペトロ書におけるマカリズムは韻文の
性格が薄まり，散文表現に近付いている。
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　幸いとされる根拠を与える副詞節は共観福音書
におけると同様に（マタ5：3，4，5，6，7，8，；
ルカ6：20，21）  によって導入される場合も
あるが（Ⅰペト4：14b）， で導かれる場合もあ
る（Ⅰペト3：14；4：14a）。
　（2）義の故に迫害される者の幸いの主題は，神
への信仰故に苦難を受ける者に対して終末的幸い
を宣言することは，旧約・ユダヤ教文書や（ダニ
12：12のテオドシオン訳；IVマカ7：22），初期
キリスト教文書に出て来る（マタ5：10，11-12；
ル カ6：23； ヤ コ1：12； ト マ 福58； ポ リ ュ・
フィリ2.3；3.2；ヘルマス『幻』2.2.7を参照）。マ
カリズムの文学形式は，多くの場合，終末時にお
ける運命の逆転を語ることによって，信徒たちに
対する慰めと励ましを語る。これに対して，Iペ
トロ書のマカリズム（3：14；4：14）は苦難が神
意であり，苦しむ信徒は神の承認を受け，栄誉を
受けていることを強調して幸いを語る。聖霊が信
徒の上に留まっていることこそ，神の承認のしる
しなのである（4：14）。異教徒が多数を占める一
世紀末の社会の中においてキリスト教信仰は承認
されず，キリスト教徒たちは様々な疎外や迫害を
受けている。しかし，これらのマカリズムは信徒
たちに対して彼らは決して不幸ではなく，神の前
では幸いとされていることを語る。ここでは，キ
リスト教信仰に立った価値観と周辺世界の世俗的
価値観とが鋭く対立している。
　（3）Iペトロ書におけるマカリズム（幸いの宣
言）は，山上の説教中に保存されているマカリズ
ムに主題的に近い文言を示している。Ⅰペト3：
14の文言は，山上の説教の第８マカリズム（マ
タ5：10）に類似し，Ⅰペト4：14の文言は，山
上の説教の第９マカリズム（マタ5：11-12）に
類似する。しかし，両方の場合において，語数や
語順や構文の点でマタイの本文から大きく異なっ
ており，直接の依存関係を想定することは出来な
い。著者は当時の教会に流布していた口頭伝承を
自由に引用しているものと考えられる。
＊ 本論考は，平成21年度科学研究費補助金基盤
研究（C）による研究の一部である。　
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Makarisms (Beatitudes) in 1 Peter
Haraguchi, Takaaki
 I Peter displays a very flexible attitude with regard to literary style.  It employs the 
second person plural rather than more frequently used third person plural (see 1 Pet. 3:14; 4:14). 
Moreover, the Greek term  is not placed at the beginning of a sentence but rather at 
the middle (4:14) , or at the end of a sentence (3:14).  
 These makarisms (beatitudes) in 1 Peter (3:14; 4:14）declare the blessedness of their 
recipients by emphasizing that they are suffering according to the divine will. Suffering 
believers are recognized and honored by God. It is considered a sign of divine recognition that 
the Holy Spirit is dwelling upon them. In the eyes of God, they are not unfortunate but truly 
blessed.
Key Words : 1 Peter, Makarism (beatitude), Suffering, Honor, The Holy Spirit
